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１【上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正報告書の提出理由】
 2020年２月25日付をもって提出した上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の記載事項のうち、第２四半期会計

期間（2019年11月１日から2020年１月31日まで）及び第２四半期累計期間（2019年８月１日から2020年１月31日まで）

に係る四半期財務諸表について、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく興亜監査法人による四半期レビュ

ー報告書を受領したため、これらに関連する事項を訂正するため、上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正

報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部 企業情報 …………………………………………………………………………………………………………  1 

第２ 事業の状況 ………………………………………………………………………………………………………  1

３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ……………………………  1

第３ 設備の状況 ………………………………………………………………………………………………………  6

１ 設備投資等の概要 ……………………………………………………………………………………………  6

第５ 経理の状況 ………………………………………………………………………………………………………  6

１ 財務諸表等 ……………………………………………………………………………………………………  7

(1）財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  7

［四半期レビュー報告書］

 

３【訂正箇所】
 訂正箇所は＿＿＿罫で示してあります。

 （ただし、「第一部 企業情報 第５ 経理の状況 １ 財務諸表等」）については、＿＿＿罫を省略しておりま

す。）
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績等の状況の概要

  （訂正前）

①財政状態の状況 

（省略） 

 

第32期第１四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2019年10月31日） 

（流動資産） 

 当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は756,541千円で、前事業年度末に比べ47,524千円増加して

おります。工事件数の増加に伴う完成工事高の増加により完成工事未収入金が40,677千円増加したことが主な変

動要因であります。 

（固定資産） 

 当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は49,540千円で、前事業年度末に比べ10,067千円増加してお

ります。投資その他の資産の増加5,313千円、無形固定資産の増加2,909千円が主な変動要因であります。 

（流動負債） 

 当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は213,362千円で、前事業年度末に比べ19,404千円増加して

おります。工事件数増に伴う完成工事原価の計上により工事未払金の増加35,680千円、年度と四半期の算定基礎

となる支給対象期間の相違による賞与引当金の増加14,900千円、年度と四半期の課税所得の差異による未払法人

税等の減少13,149千円が主な変動要因であります。 

（固定負債） 

 当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は4,241千円で、前事業年度末に比べ445千円減少しておりま

す。 

（純資産） 

 当第１四半期会計期間末における純資産の残高は588,478千円で、前事業年度末に比べ38,633千円増加してお

ります。当第１四半期累計期間の四半期純利益の計上による利益剰余金の増加38,633千円がその変動要因であり

ます。 

 

②経営成績の状況 

（省略） 

 

第32期第１四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2019年10月31日） 

当第１四半期累計期間における我が国経済は雇用・所得環境の改善が継続するなど、景気は緩やかな回復基調で

推移いたしました。一方、米中の通商政策の動向や、中国を始めとするアジア諸国における景気の下振れの懸念、

英国のＥＵ離脱など海外経済の影響が懸念され、今後も不透明な状況が続くと予測されます。一方、当社の属する

リフォーム業界は、東京オリンピック・パラリンピックに向けた建設費の高止まりや原材料価格の高騰、人手不足

に伴う物流費、人件費の上昇に加え10月に実施された消費税率引上げの影響が懸念される一方、古い建物はますま

す増え、住宅リフォーム市場規模としては微増ではありますが中古住宅の増加に伴い中長期的に安定的な成長が見

込まれます。 

このような環境の中で当社は、積極的な営業活動、広告活動を継続的に行った結果、販売金額の高いリノベーシ

ョン工事の獲得及び主要顧客からのリフォーム工事の受注が増加しました。 

これらの結果、当第１四半期累計期間の完成工事高は651,690千円、営業利益は58,913千円、経常利益は58,926

千円、四半期純利益は38,633千円となりました。 

なお、当社はリフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

③キャッシュ・フローの状況 

（省略） 
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④生産、受注及び販売の実績 

（省略） 

 

ｃ．販売実績 

 第31期事業年度及び第32期第１四半期累計期間の販売実績は次のとおりであります。なお、当社はリフォー

ム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

セグメントの名称
第31期事業年度 

（自 2018年８月１日 
至 2019年７月31日） 

前年同期比（％）
第32期第１四半期累計期間 
（自 2019年８月１日 
至 2019年10月31日） 

リフォーム事業（千円） 2,214,539 121.5 651,690 

合計（千円） 2,214,539 121.5 651,690 

 （注）１.最近２事業年度及び第32期第１四半期累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に

対する割合は次のとおりであります。

相手先 第30期事業年度 

（自 2017年８月１日 

至 2018年７月31日） 

第31期事業年度 

（自 2018年８月１日 

至 2019年７月31日） 

第32期第１四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 

至 2019年10月31日） 

金額 

（千円） 

割合 

（％） 

金額 

（千円） 

割合 

（％） 

金額 

（千円） 

割合 

（％） 

㈱リプライス － － 323,467 14.6 124,822 19.1 

２.上記金額には消費税等は含まれておりません。 

３.第30期事業年度の株式会社リプライスに対する販売実績は、当該販売実績の総販売実績に対する割合が100分

の10未満のため記載を省略しております。 
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  （訂正後）

①財政状態の状況 

（省略） 

 

第32期第２四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2020年１月31日） 

（流動資産） 

 当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は786,659千円で、前事業年度末に比べ77,642千円増加して

おります。工事件数の増加に伴う完成工事高の増加により完成工事未収入金が53,187千円増加したことが主な変

動要因であります。 

（固定資産） 

 当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は45,563千円で、前事業年度末に比べ6,091千円増加してお

ります。投資その他の資産の増加3,739千円が主な変動要因であります。 

（流動負債） 

 当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は213,759千円で、前事業年度末に比べ19,802千円増加して

おります。工事件数の増加に伴う完成工事原価の計上により工事未払金の増加22,748千円、年度と四半期の算定

基礎となる支給対象期間の相違による賞与引当金の増加7,150千円が主な変動要因であります。 

（固定負債） 

 当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は3,794千円で、前事業年度末に比べ891千円減少しておりま

す。 

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産の残高は614,669千円で、前事業年度末に比べ64,823千円増加してお

ります。当第２四半期累計期間の四半期純利益の計上による利益剰余金の増加64,823千円がその変動要因であり

ます。 

 

②経営成績の状況 

（省略） 

 

第32期第２四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2020年１月31日） 

 当第２四半期累計期間における我が国経済は雇用・所得環境が緩やかな回復基調で推移いたしましたが、世界経

済におきましては、米中の貿易摩擦の長期化や、欧州経済圏の不確実性などにより、先行き不透明な状況が続いて

おります。また、個人消費は持ち直しの動きが見られたものの、消費税増税の影響もあり、力強さに欠ける状況が

続いております。一方、当社の属するリフォーム業界は、既存住宅の流通、リフォーム市場の拡大に向けた住宅政

策が一層推進され、既存住宅の長寿命化に対する認知度は高まりつつあります。しかし、消費者の節約志向は依然

として根強く、市場拡大を抑制する要因となっております。 

 このような環境の中で当社は、新たに採用した社員の戦力化が進み積極的な営業活動、継続的な広告活動を行い

ました。それらの結果、販売金額の高いリノベーション工事の獲得及び主要顧客からの原状回復工事の受注が増加

し、工事単価の上昇及び工事件数の増加につながりました。 

 これらの結果、当第２四半期累計期間の完成工事高は1,289,955千円、営業利益は99,883千円、経常利益は

99,023千円、四半期純利益は64,823千円となりました。 

 なお、当社はリフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 
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③キャッシュ・フローの状況 

（省略） 

 

第32期第２四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2020年１月31日） 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は431,764千円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により獲得した資金は43,617千円となりました。主に工事件数の増加に伴い完成工事高及び完成工

事総利益が増加し、税引前四半期純利益99,023千円を獲得したこと、工事件数の増加に伴う仕入債務の増加額

22,748千円、未成工事件数等の減少に伴うたな卸資産の減少額9,970千円等の収入と、完成工事高の増加に伴

う売上債権の増加53,187千円等の支出によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により使用した資金は9,647千円になりました。主に有形固定資産の取得による支出3,136千円、無

形固定資産の取得による支出4,349千円、差入保証金の差入による支出1,179千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は621千円となりました。これはリース債務の返済による支出621千円によるも

のであります。 

 

④生産、受注及び販売の実績 

（省略） 

 

ｃ．販売実績 

 第31期事業年度及び第32期第２四半期累計期間の販売実績は次のとおりであります。なお、当社はリフォー

ム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

セグメントの名称
第31期事業年度 

（自 2018年８月１日 
至 2019年７月31日） 

前年同期比（％）
第32期第２四半期累計期間 
（自 2019年８月１日 
至 2020年１月31日） 

リフォーム事業（千円） 2,214,539 121.5 1,289,955 

合計（千円） 2,214,539 121.5 1,289,955 

 （注）１.最近２事業年度及び第32期第２四半期累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に

対する割合は次のとおりであります。

相手先 第30期事業年度 

（自 2017年８月１日 

至 2018年７月31日） 

第31期事業年度 

（自 2018年８月１日 

至 2019年７月31日） 

第32期第２四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 

至 2020年１月31日） 

金額 

（千円） 

割合 

（％） 

金額 

（千円） 

割合 

（％） 

金額 

（千円） 

割合 

（％） 

㈱リプライス － － 323,467 14.6 269,994 20.9 

２.上記金額には消費税等は含まれておりません。 

３.第30期事業年度の株式会社リプライスに対する販売実績は、当該販売実績の総販売実績に対する割合が100分

の10未満のため記載を省略しております。 
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（２）経営者の視点による経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容 

②経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容 

  （訂正前） 

（省略） 

 

第32期第１四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2019年10月31日） 

 経営成績の分析 

 当第１四半期累計期間の経営成績等は、「（１）経営成績等の状況の概要 ②経営成績の状況」に記載したとお

りであります。 

（完成工事高） 

 当第１四半期累計期間における完成工事高は651,690千円となりました。その要因といたしましては、積極的

な営業活動、広告活動を継続的に行い取引顧客数及び工事件数が増加したこと及び、消費税増税に伴う駆け込み

受注があったことであります。 

（完成工事総利益） 

 当第１四半期累計期間における完成工事総利益は195,480千円となりました。その要因といたしましては、前

述の完成工事高が増加したためであります。 

（営業利益） 

 当第１四半期累計期間における販売費及び一般管理費は、136,566千円となりました。その要因といたしまし

ては、人員増に伴う人件費の増加によるものであります。 

 この結果、当第１四半期累計期間における営業利益は58,913千円となりました。 

（経常利益） 

 当第１四半期累計期間の営業外収益は24千円、営業外費用は11千円となりました。この結果、当第１四半期累

計期間の経常利益は58,926千円となりました。 

（四半期純利益） 

 当第１四半期累計期間の税金費用は20,293千円となりました。この結果、当第１四半期累計期間の四半期純利

益は38,633千円となりました。 

 

  （訂正後） 

（省略） 

 

第32期第２四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2020年１月31日） 

経営成績の分析 

 当第２四半期累計期間の経営成績等は、「（１）経営成績等の状況の概要 ②経営成績の状況」に記載したとお

りであります。 

（完成工事高） 

 当第２四半期累計期間における完成工事高は1,289,955千円となりました。その要因といたしましては、積極

的な営業活動、広告活動を継続的に行い取引顧客数及び工事件数が増加したこと及び、消費税増税に伴う駆け込

み受注があったことであります。 

（完成工事総利益） 

 当第２四半期累計期間における完成工事総利益は381,862千円となりました。その要因といたしましては、前

述の完成工事高が増加したためであります。 

（営業利益） 

 当第２四半期累計期間における販売費及び一般管理費は、281,978千円となりました。その要因といたしまし

ては、人員増に伴う人件費の増加によるものであります。 

 この結果、当第２四半期累計期間における営業利益は99,883千円となりました。 

（経常利益） 

 当第２四半期累計期間の営業外収益は162千円、営業外費用は1,022千円となりました。この結果、当第２四半

期累計期間の経常利益は99,023千円となりました。 

（四半期純利益） 

 当第２四半期累計期間の税金費用は34,200千円となりました。この結果、当第２四半期累計期間の四半期純利

益は64,823千円となりました。 
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

  （訂正前）

（省略） 

 

第32期第１四半期累計期間（自2019年８月１日 至2019年10月31日） 

当第１四半期累計期間において、工事及び従業員増加に伴う現場対応のための車両の購入等で3,136千円、コーポ

レートサイトの制作費等で4,170千円の投資を実行しました。 

当社はリフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

なお、当第１四半期累計期間において重要な設備の除却、売却等はありません。 

 

  （訂正後）

（省略） 

 

第32期第２四半期累計期間（自2019年８月１日 至2020年１月31日） 

 当第２四半期累計期間において、工事及び従業員増加に伴う現場対応のための車両の購入等で3,136千円、コーポ

レートサイトの制作費等で4,349千円の投資を実行しました。 

 当社はリフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 なお、当第２四半期累計期間において重要な設備の除却、売却等はありません。 

 

第５【経理の状況】

２．監査証明について 

  （訂正前） 

（省略）

（２）当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2019年８月１日から2019

年10月31日まで）及び第１四半期累計期間（2019年８月１日から2019年10月31日まで）の四半期財務諸表につ

いて、興亜監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

  （訂正後） 

（省略）

（２）当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2019年11月１日から2020

年１月31日まで）及び第２四半期累計期間（2019年８月１日から2020年１月31日まで）の四半期財務諸表につ

いて、興亜監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  （訂正前）

（省略）

 

【四半期貸借対照表】

  （単位：千円） 

 
当第１四半期会計期間 
（2019年10月31日） 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 450,600 

完成工事未収入金 256,509 

未成工事支出金 42,280 

その他 7,896 

貸倒引当金 △746 

流動資産合計 756,541 

固定資産  

有形固定資産 22,331 

無形固定資産 12,198 

投資その他の資産 ※ 15,010 

固定資産合計 49,540 

資産合計 806,081 

負債の部  

流動負債  

工事未払金 127,540 

未払法人税等 24,458 

賞与引当金 18,950 

未成工事受入金 6,405 

その他 36,007 

流動負債合計 213,362 

固定負債  

資産除去債務 945 

その他 3,296 

固定負債合計 4,241 

負債合計 217,603 

純資産の部  

株主資本  

資本金 100,000 

利益剰余金 488,478 

株主資本合計 588,478 

純資産合計 588,478 

負債純資産合計 806,081 

 

2020/03/10 16:13:46／20631328_株式会社ニッソウ_訂正公開申請書類（Ⅰの部）

- 7 -



  （訂正後）

（省略）

 

【四半期貸借対照表】

  （単位：千円） 

 
当第２四半期会計期間 
（2020年１月31日） 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 476,064 

完成工事未収入金 269,018 

未成工事支出金 34,200 

その他 8,162 

貸倒引当金 △787 

流動資産合計 786,659 

固定資産  

有形固定資産 20,863 

無形固定資産 11,264 

投資その他の資産 ※ 13,435 

固定資産合計 45,563 

資産合計 832,223 

負債の部  

流動負債  

工事未払金 114,428 

未払法人税等 36,797 

賞与引当金 11,200 

未成工事受入金 10,075 

その他 41,258 

流動負債合計 213,759 

固定負債  

資産除去債務 945 

その他 2,849 

固定負債合計 3,794 

負債合計 217,554 

純資産の部  

株主資本  

資本金 100,000 

利益剰余金 514,669 

株主資本合計 614,669 

純資産合計 614,669 

負債純資産合計 832,223 
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②【損益計算書】

  （訂正前）

（省略）

 

【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円） 

 
 当第１四半期累計期間 
(自 2019年８月１日 
 至 2019年10月31日) 

完成工事高 651,690 

完成工事原価 456,209 

完成工事総利益 195,480 

販売費及び一般管理費 136,566 

営業利益 58,913 

営業外収益  

受取利息 2 

その他 21 

営業外収益合計 24 

営業外費用  

支払利息 11 

営業外費用合計 11 

経常利益 58,926 

税引前四半期純利益 58,926 

法人税、住民税及び事業税 24,459 

法人税等調整額 △4,165 

法人税等合計 20,293 

四半期純利益 38,633 
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  （訂正後） 

（省略）

 

【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 
至 2020年１月31日） 

完成工事高 1,289,955 

完成工事原価 908,093 

完成工事総利益 381,862 

販売費及び一般管理費 ※ 281,978 

営業利益 99,883 

営業外収益  

受取利息 2 

その他 159 

営業外収益合計 162 

営業外費用  

支払利息 22 

上場関連費用 1,000 

営業外費用合計 1,022 

経常利益 99,023 

税引前四半期純利益 99,023 

法人税、住民税及び事業税 36,797 

法人税等調整額 △2,597 

法人税等合計 34,200 

四半期純利益 64,823 
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  （訂正前）

（省略）

 

  （訂正後）

（省略）

【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 
至 2020年１月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 99,023 

減価償却費 5,132 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 898 

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,150 

受取利息 △2 

支払利息 22 

売上債権の増減額（△は増加） △53,187 

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,970 

仕入債務の増減額（△は減少） 22,748 

未払金の増減額（△は減少） △2,116 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △2,539 

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,810 

その他 △7,666 

小計 81,245 

利息の受取額 2 

利息の支払額 △22 

法人税等の支払額 △37,608 

営業活動によるキャッシュ・フロー 43,617 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金等の預入による支出 △10,554 

定期預金等の払戻による収入 9,533 

有形固定資産の取得による支出 △3,136 

無形固定資産の取得による支出 △4,349 

差入保証金の差入による支出 △1,179 

差入保証金の回収による収入 53 

その他 △15 

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,647 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

リース債務の返済による支出 △621 

財務活動によるキャッシュ・フロー △621 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33,348 

現金及び現金同等物の期首残高 398,416 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 431,764 
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  （訂正前）

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係） 

 ※資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

 
当第１四半期会計期間 
（2019年10月31日） 

投資その他の資産 1,580千円 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累

計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。 

 
当第１四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 
至 2019年10月31日） 

減価償却費 2,552千円 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2019年10月31日） 

当社は、リフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第１四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 
至 2019年10月31日） 

１株当たり四半期純利益 96円58銭 

（算定上の基礎）  

四半期純利益（千円） 38,633 

普通株主に帰属しない金額（千円） - 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 38,633 

普通株式の期中平均株式数（株） 400,000 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 

 

2020/03/10 16:13:46／20631328_株式会社ニッソウ_訂正公開申請書類（Ⅰの部）

- 12 -



  （訂正後）

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係） 

※資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

 
当第２四半期会計期間 
（2020年１月31日） 

投資その他の資産 2,320千円 

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 
至 2020年１月31日） 

役員報酬 19,170千円 

給料及び手当 94,666千円 

賞与 20,222千円 

賞与引当金繰入額 11,200千円 

法定福利費 13,644千円 

旅費及び交通費 9,185千円 

減価償却費 5,132千円 

賃借料 10,798千円 

販売手数料 39,603千円 

広告宣伝費 4,655千円 

貸倒引当金繰入額 898千円 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 
至 2020年１月31日） 

現金及び預金勘定 476,064千円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △44,299千円 

現金及び現金同等物 431,764千円 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自 2019年８月１日 至 2020年１月31日） 

当社は、リフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。 
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（１株当たり情報） 

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2019年８月１日 
至 2020年１月31日） 

１株当たり四半期純利益 162円06銭 

（算定上の基礎）  

四半期純利益（千円） 64,823 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 64,823 

普通株式の期中平均株式数（株） 400,000 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要 

－ 

 （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（重要な後発事象）

募集株式の発行及び株式売出し 

 当社は、2020年２月25日に株式会社名古屋証券取引所の承認を得て、2020年３月30日に名古屋証券取引所

セントレックスへの株式上場を予定しております。当社はこの上場にあたって、2020年２月25日開催の取締

役会において、下記のとおり募集株式の発行及び株式売出しを決議いたしました。 

(1）公募による募集株式の発行 

① 募集株式の種類及び数 普通株式 60,000株 

② 募集方法 
発行価格での一般募集とし、岡三証券株式会社他６社を引受人として全株式を

引受価額で買取引受させます。 

③ 申込期間 2020年３月23日～2020年３月26日 

④ 払込期日 2020年３月27日 

⑤ 株式受渡期日 2020年３月30日

⑥ 調達資金の使途 

人材確保に伴う人件費及び採用に係る諸費用等、新規顧客開拓を容易にするた

めの広告費用等、業務効率化のための販売管理に関するシステム構築費、及び

業務エリアの拡大のための費用及び運転資金に充当する予定であります。 

 （注）１．発行価格及び引受価額は2020年３月19日に決定する予定であります。 

２．増加する資本金の額については、2020年３月19日に決定する予定であります。 

 

(2）引受人の買取引受による株式売出し

① 売出株式の種類及び数 普通株式 15,000株 

② 売出人 前田供子 

③ 引受人 岡三証券株式会社 

④ 申込期間 (1)の申込期間と同一 

⑤ 株式受渡期日 (1)の株式受渡期日と同一

 （注） 本株式売出しの売出価格については、(1)の発行価格と同一となります。 
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(3）オーバーアロットメントによる株式売出し 

① 売出株式の種類及び数 普通株式 11,200株 

② 申込期間 (1)の申込期間と同一 

③ 株式受渡期日 (1)の株式受渡期日と同一 

 （注）１．本株式売出しの売出価格については、(1)の発行価格と同一となります。 

２．オーバーアロットメントによる株式売出しは、公募等に係る投資家の需要状況を勘案し、岡三証券株式会社

が行う株式売出しであります。したがって、上記の売出株式の数は上限数を示したものであり、需要状況に

より減少若しくは中止される場合があります。 

 

(4）第三者割当増資による募集株式の発行

① 募集株式の種類及び数 普通株式 11,200株 

② 申込期日 2020年４月17日 

③ 払込期日 2020年４月20日 

④ 割当先 岡三証券株式会社 

⑤ 調達資金の使途 (1)の調達資金の使途と同一

 （注）１．当社株主より当社普通株式を借入れた岡三証券株式会社が売出人となる、(3)のオーバーアロットメントに

よる株式売出しに伴い、第三者割当増資による募集株式の発行決議を行っております。 

２．割当価格については、(1)の引受価額と同一となります。 

３．発行価額の総額及び増加する資本金の額については、2020年４月20日に確定いたします。 

４．申込期日までに申込のないものについては、株式の発行を打ち切ることとなります。 
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